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縄 集後記
この英文学会が結成されたのは，上うや
<去年の1月のことである。第1回の卒業
生莚遡り出す・という予値会の席上であっ
た。その時に研究を主とする機関雛か会誌
を持とうということもきまった。しかし卒
梁生や学生な入れて全部で100名にもなら
ぬささやかな会が，100ページを越十研究
雑誌を定期的に出版してゆくということ
は，諦常ではまず不可能のことと思われて
いた。
在学中になにか有意義なことを-－若い
ぴちぴちした靴持ちをもり上げて行って仕
とげて，あとで，ああやりがいがあったと
良い思い出になるようなことな－一つだ
けしとげて卒梨したい，という若い人糞に
だけ許されまた出来るような，捌榔披きの，
純梓な念融を抱いた委只が，すくなくとも
2人あった。
はじめ原舐でシェイクスピアの或る劇全
踊な上減してみたいという計画が起こった
。楓劇に趣味を持つ人たちも多かったから
だ。しかし色掩な点でシェイクスピア上演
は悶鮭であり,，この地では不可能ですらあ
ることがわかってきた。それでその計画は
お洗れになってしまったが，代りに,雑誌刊
行のことば,委員たちにとって，のっびきな
らぬ誰務のようなものに見えてきた。雑誌
を出すのに踊一の障審は，いうまでもなく
田版費用であるから，委員たちは資金を･築
めることに全力荘挙げだした。卒梁描文を
かくのにいそがしい暇を削って，守岡悪笑
・北脇蚕の2淵は，罫の日も雨の夕も，文
字どおり東奔西走し，靴をすりへらした。
iliみな熟ならぬその熱心さに打たれて勧池
帳に画捨される方左があいついで現われ，
こうして刊行の通びに漕ぎつけえたこと
は，何とも感激に燃えない次踊である。こ
こにこのことを特記して，特に御理解，御
援助下さった北国新聞肚長哩峨保二氏に深
く感謝すると共に，賛助していただいた
池田作松，泉勝作，井村徳二,宇部宮与四，
岡良一，稗谷由勝，柴野和喜夫，土井登，
通山与二，西川外吉，西田鮭-一郎，野根焚
太鮖．林殿勉次鰯，伯部惚穂，丸蕃株式会
砒金沢出弧所，蓮下忠職，般上雄文，守岡
多吉，守岡兵一，守岡一多嘉，山本与吉，
吉田他吉，米村貞知（一五十臂順一）の方
だの御好恵に厚く御前Lを申し上げ，委員両
君の継牲的な御篭力に深く感謝する次第で
ある。一男子をしのぐ・ほどのはげしい輔
力的な溌力がなかったら，とて4,この維聴
も日の目莚見えなかったのではなかろうか
とすら思うのである。
印刷について特別の便宜をはかっていた
だいた宇野さんにも厚く御乱をII1L上げた
い。「良いもの芽出して下さい，良いものが
出れば来年もまた扱助しましょう」－と
いうのが黄肋して下さった方狗の激勘の言
紫であった。この創刊号が，そうした期待
にどれほど漁いえたかを，わたしたちは知
らない。しかし現在わたしたちのそそぎう
る全力莚つくして出来たものであること，
－今後も全力をつくして出しつづけるで
あろうということ－だけを記して置きた
いo
この維瀧の名削については，「英米文学研
究｣，「黒門」(－研究室が旧金沢城黒門脇に
あるところから一),｡Acantl'us'(－金沢大
学の微章にちなんで－）などの候補名があ
ったが，総聞，還勝を迎えられた山本与吉
会長の命名に従って，綱集委員会で現在の
上うに定まった。
本妙にのせた研究の執推者のうち，山田
梁君は賛助会員で櫃ケ丘高校敦繊，守I耐，
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新田，府波，の諸君は学生（第4学年生)，
村井，井崎の両君は第3学年生である。
般後に，卒柔生諸君にお鼠いがある。こ
の雑雛は諸君に対してもつねに開かれてい
る，研究の成果悲どしどし寄せて下さい一
一と。(19M．4．15．大沢）
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